
本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。

詳細な内容については会議録を御参照ください。

1

衆議院財務金融委員会ニュース

H24.8.29 第 180 回国会第 20号

8月 29日（水）、第 20回の委員会が開かれました。

１ 金融商品取引法等の一部を改正する法律案（内閣提出第 67号）（参議院送付）

・松下国務大臣（金融担当）から提案理由の説明を聴取しました。

・松下国務大臣（金融担当）、中塚内閣府副大臣、佐々木農林水産副大臣及び政府参考人に対し質疑を行い、質疑を終

局しました。

・佐々木憲昭君（共産）が討論を行いました。

・採決を行った結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。

（賛成－民主、生活、公明、改会 反対－共産、田中康夫君）

（質疑者及び主な質疑内容）

網 屋 信 介君（民主）

・金融商品取引所におけるデリバティブ取引の対象となる商

品から「コメ等」を除くこととした理由を伺いたい。

・総合的な取引所に係る規制・監督の一元化に当たっては、

商品所管官庁との二重行政とならないことが重要だと考え

るが、どのように行っていくのか。

・総合的な取引所の利便性を高めるためには清算機関やシス

テムの統一、差入担保の共有化及び税制の整備が必要だと

考えるが、松下金融担当大臣の見解を伺いたい。

菅 川 洋君（生活）

・総合的な取引所については規制・監督が一元化されるが、

取引業者への検査はどのように行われることとなるのか。

・取引所におけるシステム障害を防止するための方策につい

ての検討状況を伺いたい、

・増資インサイダーを防止するためのインサイダー取引規制

の見直しについての検討状況を伺いたい。

斉 藤 鉄 夫君（公明）

・平成21年の改正により導入された金融商品取引所と商品取

引所の相互乗入れ方式が活用されていないことについて金

融庁はどのように評価しているのか。

・総合的な取引所の実現に向けた関係各省の決意について伺

いたい。

・改正郵政民営化法に基づく郵便局と郵便事業会社の円滑な

合併による利用者利便の向上及び金融２社の新規業務の推

進に向け、松下国務大臣（金融担当）の決意を伺いたい。

佐々木 憲 昭君（共産）

・商品についてのデリバティブ取引に係る規制を緩和する理

由及び本案は投資マネーが商品デリバティブ取引に向かう

ことを期待した改正であるとの見方に対する松下金融担当

大臣の見解を伺いたい。

・穀物価格の高騰は投機資金の流入増が原因であると思うが、

松下金融担当大臣の見解を伺いたい。

・金融商品取引所における取引対象からコメが除かれること

とされた理由は「特別な主食」であるからと説明されてい

るが、「特別な主食」に該当するとなぜ除外されるのか伺

いたい。


